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研究成果の概要（和文）： 
応用分野に現れるさまざまな逆問題に対してその数学解析とそれに基づいた合理的な数値解法

を開発した。具体的な逆問題としては偏微分方程式で記述される状態量を表面またはそ

の近傍における限定された観測データから決定する係数逆問題、逆散乱問題、．偏微

分方程式の非斉次項（すなわち、ソース項）を決定する逆問題、画像復元の問題があ

り、一意性ならびに安定性の数学解析を行った。  
 
研究成果の概要（英文）： 
We made mathematical researches for various applied inverse problems and 
established numerical methods which are applicable practically.  As applied inverse 
problems, we studied inverse coefficient problems, inverse source problems, inverse 
obstacle scattering problem and image reconstruction, and our mathematical subjects 
are the uniqueness and the stability. 
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研究分野：応用解析 
科研費の分科・細目：数学・数学一般（含確率論・統計数学） 
キーワード：逆問題、数値解析、実用解法、正則化、安定化 
 
１．研究開始当初の背景 
研究代表者、分担者は逆問題の理論、数値解
析における専門家で国際的にも評価を得て
おり、主な逆問題の国際会議の組織委員や国
際学術誌の編集委員を務め、本研究で目指し
た逆問題の理論と数値解法の開発を世界を

リードして実施する素地があった。 
２．研究の目的 
「逆問題の数学」と共に実用解法の研究が、
製造業などにおける産業技術のために強く
要求され、応用数学・産業数学における１つ
の主要な分野になっている。応用面からの要



請の理由として例えばプラントなどの内部
の状態を適切に制御することは、効率的な施
設の運営に必要不可欠であり、保安上からも
極めて重要であり、省エネルギーが重要とな
っている現在の状況から施設を如何に長く
使用することも重要である。本研究におい
ては従来の国内外の応用逆問題の数学解析
と数値解析の成果を革新し、「逆問題の数
学」の一層の深化を目指し、それを活用し
て産業界などに現れる応用逆問題の実用解
法の開発を主たる目的とした。 
３．研究の方法 
最重要課題は数学解析に裏打ちされた実用
に向けた数値手法であり本計画を通じて得
られた知見を評価するために逆問題のこれ
までの数値手法と比較することを目指した。
また個別の逆問題の数学解析も一層進めて
いき、本研究計画を総括した。数値解析グル
ープの分担者の知見を活かすとともに工学
における逆問題の事例研究における数値手
法とも比較して考察を完成させた。そのため、
国内外からの専門家の招聘と専門的知識の
提供を求めた。 
４．研究成果 
（１）偏微分方程式で記述される状態量を表
面またはその近傍における限定された観測
データから決定する逆問題：数学解析と数値
解析手法を得た。実用化に向けた作業を行っ
た。 
（２）偏微分方程式が成り立っている領域形
状の決定問題：（１）の手法を適用して内部
の状態を数値的に再構成して、その等温線
(contour) として内部欠陥形状を探知する
Contour 方法ならびに解の解析性または漸
近展開を用いて多項式近似をして求める方
法を開発・発展させた。 
（３）偏微分方程式の非斉次項（すなわち、
ソース項）を決定する逆問題の数値解法の開
発：基本解を利用した外挿法、変分法的定式
化、関数論的手法を研究した。ここで関連し 
た外挿法は他の逆問題ですでに実績があり、
この研究テーマに対して実用的な解法とな
ることが近い将来期待できる。 
（４）画像復元:新たな数値手法のとりまとめ
を図った。 
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